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平
成
二
十
五
年
度

  

定
時
理
事
会
・
臨
時
評
議
員
会
の
開
催

平
成
二
十
五
年
度

  

定
時
理
事
会
・
臨
時
評
議
員
会
の
開
催

（１）

　　 評議員会

　

三
月
十
七
日（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十

五
年
度
第
三
回
定
時
理
事
会
で
、
議
案
と
し
て

①「
会
計
処
理
規
程
の
一
部
改
正
案
」、 

②「
平
成

二
十
五
年
度
第
二
次
補
正
予
算
案
」、 

③「
平
成

二
十
六
年
度
川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入
金
契
約
」、 

④「
会
計
処
理
規
程
（
公
益
目
的
事
業
２
葬
祭
場

運
営
事
業
）
の
制
定
」、 

⑤「
平
成
二
十
六
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
」、 

⑥「
平
成
二
十

五
年
度
第
三
回
臨
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び
場
所

並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定
に
つ
い
て
」

な
ど
が
審
議
さ

れ
、
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
月

二
十
六
日
（
水
）

に
開
催
さ
れ
た

第
三
回
臨
時
評

議
員
会
で
、
右

の
①
②
④
⑤
は
、

報
告
と
し
て
説

明
を
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

　

平
成
二
十
六
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
一
〇

年
間
の
「
基
本
計
画
」
と
五
年
間
「
第
二
次
中

期
計
画
」
の
最
終
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
期

計
画
策
定
に
向
け
、
計
画
事
業
の
進
捗
状
況
の

把
握
と
検
証
等
を
的
確
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
川
崎
市
か
ら
南
部
・
北
部
斎
苑
を
指

定
管
理
者
（
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
平
成
二
十

九
年
度
ま
で
）
と
し
て
指
定
を
受
け
、
民
間
事

業
者
と
共
同
し
て
安
全
で
安
定
し
た
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
六
年

度
は
次
の
「
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

基
本
方
針

公
益
目
的
事
業
―
一

　
　
　 

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　

１　

会
員
の
増
強
と
育
成

　

２　

就
業
機
会
の
確
保
と
拡
大

　

３　

普
及
啓
発
活
動
の
推
進

　

４　

各
種
講
習
会
の
実
施

　

５　

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進
と
強
化

　

６　

調
査
研
究
活
動
の
強
化

　

７　

相
談
・
情
報
提
供
の
推
進

　

８　

社
会
参
加
活
動
の
推
進

　

９　

職
業
紹
介
事
業
の
実
施

　

10　

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー
派

遣
事
業
）
の
推
進

　

11　

第
二
次
中
長
期
計
画
事
業
の
推
進

　

12　

次
期
計
画
の
策
定

公
益
目
的
事
業
―
二
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　

１　

公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し

て
の
公
平
性
の
確
保

　

２　

質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

３　

適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業

運
営

　

４　

か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
大
規
模
改
修
工
事

中
に
お
け
る
管
理
運
営

平
成
二
十
六
年
度
収
支
予
算

　

平
成
二
十
六
年
度
収
支
予
算
は
「
基
本
方
針
」

に
よ
り
、
受
託
事
業
収
益
は
、
計
画
目
標
値
及

び
前
年
度
等
の
契
約
実
績
の
推
移
等
を
十
分
に

考
慮
し
編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
の
葬
祭
場
管
理
に
伴
う
運
営
事

業
収
益
も
計
上
し
ま
し
た
。

　

支
出
は
、
過
去
三
年
間
の
執
行
状
況
を
精
査

す
る
と
共
に
事
業
内
容
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す

る
な
ど
費
用
対
効
果
を
徹
底
し
、
極
力
経
費
の

削
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

収
支
予
算
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り
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す
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こ
と
の
大
切
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を

　
　
　
　
　
　
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別№ 仕事の内容

1　傷害事故

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別№ 仕事の内容

2　賠償事故

（２）

就業先へ向かう為、公道を横断中に道路上の障害物を除けて飛んだが、着地
した際に左足ふくらはぎが「ブチ」と音を立てて痛みを感じた。皮下組織が
内出血した。

作業場から商品を店頭に出すため運んでいたところ、ドア付近で後ろから別
の作業者が台車を押していたときに、会員の真後ろに台車をぶつけてしまっ
た。その拍子に前に倒れ、右肩を床にぶつけ右腕を骨折した。

両手で品物を持ち作業場へ入ろうとしたところ、入口付近にあった台車につ
まづき転倒。その際に左顎と左足つけねを強打し、ひどく腫れ内出血した。

就業後、帰宅途中、道路の雪（氷）の上で滑って尻もちをついた時、道路に
右手をつき、右手首を骨折した。

清掃作業時に脚立が障害物となるため、移動した。強い風が吹いていたため
脚立は倒れてしまい、駐車車輌の助手席ドアに傷を付けた。

庭に池があったため、ベニヤ板を敷きその上に三脚をのせて作業をした。作
業が終わりベニヤ板の所に降りたところベニヤ板が揺れ三脚が倒れて、駐車
車両の雨よけの破損及びガラスに約7㎝程の傷を付けた。 
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管理業務

商品管理

商品管理

清掃作業

清掃作業

植木作業

　

平
成
25
年
度
第
２
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
２
月

24
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
、 「
平
成
26
年
度
安
全
・
適
正
就
業
実
施

計
画
」
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、 「
事
故
発
生
状
況
（
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成

26
年
１
月
ま
で
）」
が
報
告
さ
れ
、
昨
年
度
に
比
べ
２
倍

近
い
事
故
発
生
状
況
に
、
委
員
か
ら
「
事
故
防
止
に
向
け

た
新
た
な
取
り
組
み
」
及
び
「
会
員
に
向
け
た
安
全
就
業

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
重
点
項
目　

１　

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　
　

①
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
活
用

　
　

②
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
活
用

　
　

③
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策
委
員
及
び
会
員
の

育
成

　
　

④
安
全
・
適
正
就
業
基
準
の
徹
底

２　

安
全
意
識
向
上
の
推
進

　
　

①
講
習
会
・
研
修
会
の
実
施

　
　

②
安
全
就
業
の
啓
発

　
　

③
健
康
管
理
の
充
実

　

◎
平
成
25
年
度
第
２
回

　
　

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

広　　告 　

シ
ル
バ
ー
事
業
の
安
全
就
業
の
推
進
に
つ
な
が
る

「
安
全
標
語
」
を
広
く
会
員
の
皆
様
か
ら
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

原
稿
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
各
事
務
所
に
御
持
参

く
だ
さ
い
。

　
※
①
応
募
は
一
人
一
標
語
ま
で
と
し
ま
す
。

　

②
自
作
の
も
の

【
締

切

り
】

　

平
成
26
年
５
月
30
日
（
金
）

【
宛　
　

先
】

　

〒
２
１
０
―
０
０
２
６　

川
崎
区
堤
根
34
―
15

　

川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

経
営
課

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

選
考
の
結
果
、
選
定
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

　
　

「
安
全
標
語
」
を
募
集
し
ま
す



刈払機講習会（中部）

刈払機講習会（北部）

平成25年度 第２回地域班全体会議

平成25年度　会員表彰式（場所：エポックなかはら）

地
域
班
だ
よ
り

刈
払
機
講
習
会
の
開
催

刈
払
機
講
習
会
の
開
催

平
成
25
年
度 

会
員
表
彰
式

（３）

南部事務所会員

北部事務所会員中部事務所会員

　

平
成
25
年
度
会
員
表
彰
式
が
、
１
月
24
日
（
金
）、「
エ

ポ
ッ
ク
な
か
は
ら
」
で
開
催
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
で
長
年
に

わ
た
り
他
会
員
の
模
範
と
な
る
活
動
を
さ
れ
た
受
賞
者
の

一
人
ひ
と
り
に
、
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
会
員
登
録

時
の
状
況
や
現
在
の
就
業
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
長
年
に
亘
る
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
思
い
出
話
し
な

ど
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
に
受
彰
者
を
代
表
し
て
、
升
本
会
員
か
ら
お
礼
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
受
賞
者
36
名
で
し
た
。

第
２
回 

地
域
班
全
体
連
絡
会
議
の
開
催

　

3
月
26
日
（
水
）、
新
施
設
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
わ

さ
き
」
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
題
は
「
26
年
度
の
地
域
班
に
係
る
活
動
計
画
（
案
）」

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
原
案
通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
平
成
26
年
度
事
業
計

画
と
、
平
成
25
年
度
の
事
故
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
班
長
間
で
活
動
に
係
る
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
近
、
刈
払
機
使
用
時
の
飛
び
石
に
よ
る
物
損
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刈
払
機
を
使
用
し
て
草
刈
作

業
に
従
事
す
る
会
員
を
対
象
に
、
外
部
講
師
に
よ
り
、
刈

払
機
作
業
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
講
習
会
を
全
事
務
所
で

実
施
し
ま
し
た
。
会
員
59
人
が
受
講
し
、
修
了
証
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。



体操

田邊講師（写真右）とスタッフの方々

調理実習

『
調
理
講
習
会
』を

　
　
　
　
　
体
験
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（４）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
高
齢
者
へ
の
食
事
に
つ

い
て
の
配
慮
等
を
学
習
し
、
日
常
生
活
の
健
康
維
持
に
役

立
て
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
調
理
講
習
会
」
が
平
成

26
年
２
月
27
日
（
木
）「
て
く
の
か
わ
さ
き
」
に
て
開
講

さ
れ
、
体
験
取
材
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
20
名
（
男
性
13
名
・

女
性
７
名
）
の
方
が
参
加
し
、
定
刻
ど
お
り
講
習
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
高
齢
者
へ

の
食
事
の
仕
方
、
特
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
身
体

に
や
さ
し
い
食
事
が
作
れ
る
よ
う
な
基
礎
知
識
を
パ
ネ
ル

や
ボ
ー
ド
な
ど
で
学
習
し
ま
し
た
。
　

調
理
前
に
は
身
体
を

ほ
ぐ
す
た
め
、
３
名
の

ゲ
ス
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
に
よ
る
音

楽
な
ど
に
あ
わ
せ
た
軽

い
体
操
を
行
い
、
気
分

転
換
を
は
か
っ
た
後
、

Ａ
か
ら
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、「
が
ん
も
」、

「
卵
」、「
さ
ん
ま
蒲
焼
」、

「
鮭
」、「
豚

肉
」
の

食

材
が
テ
ー
マ
と
し
て
提

供
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、「
お
か
ず
」

を
作
る
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

実
習
中
は
田
邊
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
「
裏
技
」
を
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
調
理
、
盛
り
付
け
を
行
い
、
各

班
の
調
理
が
で
き
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
講
評
を
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
が
作
っ
た
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、「
食
中
毒
の
予
防
」
に
係
わ
る
お
話
や
、

「
持
病
や
世
代
に
配
慮
し
た
食
事
に
つ
い
て
」
の
講
話
の
後
、

試
食
レ
シ
ピ
を
も
と
に
各
グ
ル
ー
プ
２
品
の
調
理
を
行

い
、
で
き
上
が
っ
た
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
る
と
、

様
々
な
感
想
や
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
塩
分
も
そ
れ
ほ
ど

気
に
な
ら
ず
、
お
い
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

【
参
加
者
の
感
想
】

•
普
段
自
分
で
料
理
す
る
機
会
が
多
い
の
で
ま
ご
つ

く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
調
理
講
習
会
は
参
考
に
な

り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
楽
し
か
っ
た
。

　

（
65
歳
男
性
）

•
今
ま
で
妻
ま
か
せ
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
で
作
っ
た
り
、
手
伝
い
た
い
。
ま
た
、
持
病
の

腎
臓
に
や
さ
し
い
食
事
に
生
か
し
、
孫
達
と
も
一

緒
に
楽
し
み
た
い
。　
　
　
　
　
　

（
69
歳
男
性
）

•
初
め
て
参
加
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
カ
ロ
リ
ー
に
配

慮
し
た
食
材
を
選
ん
だ
り
、
調
理
し
た
り
す
る
む

ず
か
し
さ
や
、
み
ん
な
で
作
る
楽
し
さ
も
体
験
で

き
て
良
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
71
歳
女
性
）

【
田
邊
講
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】　

毎
回
様
々
な
状
況
が

有
り
、
そ
の
都
度
対
応

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
次

の
講
習
へ
つ
な
げ
て
行

き
ま
す
。
そ
し
て
幅
広

い
家
事
援
助
や
高
齢
者

の
た
め
の
料
理
が
実
践

で
き
る
よ
う
に
、
今
回

参
加
さ
れ
た
方
々
が
感

心
を
持
ち
、
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
は
か
り
、
実
り

あ
る
も
の
に
な
れ
ば
大

成
功
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

《
元
気
な
高
津
を
つ
く
る
会
》

　

平
成
17
年
２
月
に
食
や
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る
団

体
・
一
般
区
民
主
体
に
な
っ
た
組
織
「
元
気
な
高
津

を
つ
く
る
会
」
と
し
て
発
足
。

　

田
邊 

弘
子
会
長
（
管
理
栄
養
士
）
が
中
心
と
な
り
、

区
民
自
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
「
高
津
区
役
所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
と
共
同

で
活
動
し
て
い
る
。

【
取
材
を
し
て
】

　

取
材
を
兼
ね
て
の
参
加
で
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
深
さ
、

熱
心
な
料
理
態
度
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
邊
先
生
と
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
、
ス
タ
ッ
フ

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

会
報
編
集
委
員　

林　

啓
雄
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◎
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

平
成
26
年
１
月
27
日
（
月
）
中
原
区

２
月
26
日
（
水
）
川
崎
区

　

中
原
区
、
川
崎
区
の

会
員
を
対
象
に
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
第
１

部
は
、
川
崎
市
健
康
福

祉
局
の
職
員
を
講
師

に
、「
介
護
保
険
制
度

及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
第
２
部
は
、

担
当
職
員
か
ら
、
現
在

の
受
注
状
況
の
説
明
の

後
、
家
事
援
助
や
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
会
員
間
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
懇
談
会

で
の
多
く
の
意
見
を
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議 

及
び

　

巡
回
指
導

　

平
成
26
年
３
月
11
日
（
火
）
に
事
務
所
安
全
・
適
正
就

業
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
は
、
今
年
度
発
生

し
た
事
故
の
報
告
や
巡
回
先
の
安
全
対
策
、
来
年
度
の
計

画
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
巡
回

指
導
で
は
、
川
崎
区
の

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
と

ス
ー
パ
ー
の
２
箇
所
を

巡
回
し
ま
し
た
。
巡
回

先
で
は
、
会
員
同
士
が

言
葉
を
交
わ
す
な
ど
連

携
し
て
、
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
就
業
し
て
い

る
様
子
が
伺
え
ま
し

た
。

　

最
近
、
南
部
事
務
所

で
は
、
就
業
中
の
事
故

が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

安
全
に
留
意
し
て
就
業
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
故
分
析
か

ら
慣
れ
か
ら
く
る
心
の
隙
や
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
事

故
の
要
因
と
な
る
の
で
、
改
め
て
、
仕
事
の
手
順
等
を
確

認
を
し
て
、
作
業
を
開
始
し
て
下
さ
い
。

◎
地
域
班
活
動

　

平
成
25
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
、
受
注
の
少
な
い
１

月
か
ら
３
月
の
期
間
に
管
内
の
一
般
家
庭
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
集
中
し
て
戸
別
配
布
し

ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、
利
用
方
法
等
の
問
い
合
せ

が
あ
り
、
受
注
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
般
家
庭
の

１
月
〜
３
月
の
受
注
実
績
で
は
前
年
度
に
比
べ
２
割
以
上

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　

平
成
26
年
３
月
20
日
（
木
）

　

平
成
25
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策
事
業
の
総
括
と

平
成
26
年
度
の
事
務
所
活
動
計
画
等
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。

　

〜
中
部
安
全
適
正
就
業
対
策
会
議
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
〜

•
年
に
一
度
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
を
受
診
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し

ょ
う
。

•
持
病
が
あ
り
通
院
し
て
い
る
場
合
に
は
、
病
名
と

通
院
し
て
い
る
医
療
機
関
を
記
載
し
た
メ
モ
を
財

布
等
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
の
中
に
入
れ
て
お

き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
医
療
機
関
の
方
等
に
判

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

•
気
候
の
変
化
な
ど
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す

の
で
、
日
頃
か
ら
の
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
巡
回
指
導

①
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
就
業
現
場
の
巡
回
指
導

　

平
成
26
年
１
月
27
日
（
月
）
実
施
。
清
掃
用
具
も
よ
く

整
理
さ
れ
て
お
り
、
掃
除
も
大
変
行
き
届
い
て
い
ま
し
た
。

安
全
対
策
と
し
て
、
雨
天
時
に
滑
り
や
す
い
タ
イ
ル
張
り

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
作
業
す
る
と
き
に
は
滑
り
に
く
い
靴

を
使
用
す
る
等
、
会
員
自
ら
が
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
し

た
。

②
植
木
就
業
現
場
の
巡
回
指
導

　

平
成
26
年
２
月
３
日
（
月
）
実
施
。
総
勢
26
名
で
就
業

し
て
お
り
、
班
長
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
も
し
っ

か
り
し
て
お
り
、
安
全
就
業
に
も
気
を
配
る
な
ど
適
正
に

実
施
し
て
い
た
。
な
お
、
現
場
付
近
は
、
通
行
人
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
誘
導
な
ど
、
目
配
り
、
気
配
り
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
連
絡
会
議平

成
26
年
２
月
21
日
（
金
）

　

今
年
度
の
地
域
班
活
動
に
つ
い
て
の
総
括
を
行
い
、
３

回
目
の
チ
ラ
シ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
配
布
計
画
、
平
成

26
年
度
の
連
絡
会
議
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

◎
第
２
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

平
成
26
年
３
月
24
日
（
月
）

　

平
成
26
年
度
安
全
・
適
正
就
業
対
策
実
施
計
画
及
び
、

平
成
25
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
を
行
っ
た
後
、
今
年

度
発
生
し
た
事
故
に
つ
い
て
分
析
と
再
発
防
止
対
策
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
懇
談
会

　

平
成
26
年
３
月
25
日
（
火
）

　

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

就
業
者
を
対
象
に
懇
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

受
注
状
況
の
説
明
、
質

疑
応
答
、
会
員
の
自
己

紹
介
、
会
員
間
で
の
意

見
交
換
を
行
い
、
最
後

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入

し
て
頂
き
ま
し
た
。
懇

談
会
で
は
、
会
員
か
ら

「
要
支
援
介
護
と
の
線

引
き
を
明
確
に
し
て
欲

し
い
。」「
シ
ル
バ
ー
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
知
ら

な
い
為
に
、
学
童
・
わ

く
わ
く
の
開
所
前
後
の
時
間
帯
に
困
っ
て
い
る
保
護
者
が

多
い
。
も
っ
と
宣
伝
し
て
は
如
何
か
？
」
と
い
う
ご
意
見

が
有
り
ま
し
た
。
懇
談
会
の
感
想
と
し
て
、「
目
的
意
識

を
持
っ
た
会
員
が
多
く
会
員
間
の
意
見
交
換
の
場
の
大
切

さ
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。」、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
他

の
会
員
の
話
し
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。」、「
今
後
も
、
懇

談
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
欲
し
い
。」「
参
加
し
て
良

か
っ
た
。」
な
ど
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
頂

い
た
会
員
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新 規 採 用

【新　　任】

・南部事務所職員

　岸　　英樹

・斎苑管理グループ　本部

　工藤　庄治

・南部斎苑

　青木　文一　　磯　　遥子

　渡邊　徹朗　　天野　麻代

　山本　清子

・北部斎苑

　妙摩　　博　　鈴木　亜紀

　関根　峰子　　加藤　茂隆

　松尾　眞紀

４月１日

　

事 務 所 の 移 転 の お し ら せ
　南部事務所及び本部事務所は、新施設「ふれいあいプラザかわさき」

１階へ移転し３月17日から業務を開始いたしまた。

　なお、電話番号及びＦＡＸ番号は従来と同じです。

〒210-0026　川崎市川崎区堤根34-15

←横浜 東京→

←横浜 東京→

JR川崎駅
本部・南部事務所

ヨドバシカメラ

京浜急行

太田病院

丸井
セブン
イレブン

川崎日進町
ビルディング

旧事務所

ふれあいプラザかわさき１F 

◎
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

平
成
26
年
１
月
27
日
（
月
）
中
原
区

２
月
26
日
（
水
）
川
崎
区

　

中
原
区
、
川
崎
区
の

会
員
を
対
象
に
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
第
１

部
は
、
川
崎
市
健
康
福

祉
局
の
職
員
を
講
師

に
、「
介
護
保
険
制
度

及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
第
２
部
は
、

担
当
職
員
か
ら
、
現
在

の
受
注
状
況
の
説
明
の

後
、
家
事
援
助
や
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
会
員
間
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
懇
談
会
で
の

多
く
の
意
見
を
、
今
後
の
円
滑
な
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議 

及
び

　

巡
回

　

平
成
26
年
３
月
11
日
（
火
）
に
事
務
所
安
全
・
適
正
就

業
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
は
、
今
年
度
発
生

し
た
事
故
の
報
告
や
巡
回
先
の
安
全
対
策
、
来
年
度
の
計

画
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
巡
回

指
導
で
は
、
川
崎
区
の

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
と

ス
ー
パ
ー
の
計
２
箇
所

を
巡
回
し
ま
し
た
。
巡

回
先
で
は
、
会
員
同
士

が
言
葉
を
交
わ
す
な
ど

連
携
し
て
、
安
全
に
配

慮
し
な
が
ら
就
業
し
て

い
る
様
子
が
伺
え
ま
し

た
。

　

最
近
、
南
部
事
務
所

で
は
、
就
業
中
の
事
故

が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

安
全
に
留
意
し
て
就
業
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
故
分
析
か

ら
慣
れ
か
ら
く
る
心
の
隙
や
不
注
意
が
事
故
の
要
因
と
な

る
の
で
、
改
め
て
、
仕
事
の
順
序
等
を
確
認
を
し
て
、
作

業
を
開
始
し
て
下
さ
い
。

◎
地
域
班
活
動

　

平
成
25
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
、
受
注
の
少
な
い
１

月
か
ら
３
月
の
期
間
に
管
内
の
一
般
家
庭
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
集
中
し
て
戸
別
配
布
し

ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、
利
用
方
法
等
の
問
い
合
せ

が
あ
り
、
受
注
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
般
家
庭
の

１
月
〜
２
月
の
受
注
実
績
で
は
前
年
度
に
比
べ
１
割
以
上

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　

平
成
26
年
３
月
20
日
（
木
）

　

平
成
25
年
度
の
中
部
事
務
所
に
お
け
る
安
全
・
適
正
就

業
対
策
事
業
の
総
括
と
平
成
26
年
度
の
事
務
所
活
動
計
画

等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

〜
中
部
安
全
適
正
就
業
対
策
会
議
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
〜

•
年
に
一
度
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
を
受
診
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し

ょ
う
。

•
持
病
が
あ
り
通
院
し
て
い
る
場
合
に
は
、
病
名
と

通
院
し
て
い
る
医
療
機
関
を
記
載
し
た
メ
モ
を
財

布
等
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
の
中
に
入
れ
て
お

き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
医
療
機
関
の
方
等
に
判

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

•
気
候
の
変
化
な
ど
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す

の
で
、
日
頃
か
ら
の
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
巡
回
指
導

①
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
就
業
現
場
の
巡
回
指
導

　

平
成
26
年
１
月
27
日
（
月
）
実
施
。
清
掃
用
具
も
よ
く

整
理
さ
れ
て
お
り
、
掃
除
も
大
変
行
き
届
い
て
い
ま
し
た
。

安
全
対
策
と
し
て
、
雨
天
時
に
滑
り
や
す
い
タ
イ
ル
張
り

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
作
業
す
る
と
き
に
は
滑
り
に
く
い
靴

を
使
用
す
る
等
、
会
員
自
ら
が
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
し

た
。

②
植
木
就
業
現
場
の
巡
回
指
導

　

平
成
26
年
２
月
３
日
（
月
）
実
施
。
総
勢
26
名
で
就
業

し
て
お
り
、
班
長
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
も
し
っ

か
り
し
て
お
り
、
安
全
就
業
に
、
気
を
配
る
な
ど
適
正
に

実
施
し
て
い
た
。
な
お
、
現
場
付
近
は
、
通
行
人
が
多
い

こ
と
か
ら
、
改
め
て
誘
導
な
ど
、
目
配
り
、
気
配
り
の
助

言
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
連
絡
会
議平

成
26
年
２
月
21
日
（
金
）

　

今
年
度
の
地
域
班
活
動
に
つ
い
て
の
総
括
を
行
い
、
３

回
目
の
チ
ラ
シ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
配
布
計
画
、
平
成

26
年
度
の
連
絡
会
議
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

◎
第
２
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

平
成
26
年
３
月
24
日
（
月
）

　

平
成
26
年
度
安
全
・
適
正
就
業
対
策
実
施
計
画
及
び
、

平
成
25
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
を
行
っ
た
後
、
今
年

度
発
生
し
た
事
故
に
つ
い
て
分
析
と
再
発
防
止
対
策
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
懇
談
会

　

平
成
26
年
３
月
25
日
（
火
）

　

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

就
業
者
を
対
象
に
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
受
注
状
況

の
説
明
、
質
疑
応
答
、

会
員
の
自
己
紹
介
、
会

員
間
で
の
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
、
最
後
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て

頂
き
ま
し
た
。
懇
談
会

で
は
、
会
員
か
ら
「
要

支
援
介
護
と
の
線
引
き

を
明
確
に
し
て
欲
し

い
。」「
シ
ル
バ
ー
の
送

迎
サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
な

い
為
に
、
学
童
・
わ
く

わ
く
の
開
所
前
後
の
時

間
帯
に
困
っ
て
い
る
保

護
者
が
多
い
。
も
っ
と
広
報
し
て
は
如
何
か
？
」
な
ど
の

ご
意
見
が
有
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
他

の
会
員
の
話
し
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。」、「
今
後
も
、
懇

談
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
欲
し
い
。」「
参
加
し
て
良

か
っ
た
。」
な
ど
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
懇
談
会
を
実

施
し
た
感
想
と
し
て
、「
目
的
意
識
を
持
っ
た
会
員
が
多

く
会
員
間
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
取
り
ま
し
た
。」
な
ど
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

配分金支払日のお知らせ

４月分

５月分

６月分

５月26日 ㈪

６月25日 ㈬

７月25日 ㈮

４月分から６月分の配分金支払日は

次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日 

（金融機関が休日の場合は翌営業日）

に指定された口座へ支払います。


